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輝
か
し
い
令
和
八
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
は
「
丙
午
（
ひ
の
え

う
ま
）」
で
あ
り
、
古
来
よ
り
「
火

の
勢
い
が
強
く
、
陽
光
が
大
地
を
照

ら
し
、
物
事
が
大
き
く
成
長
し
、
飛

躍
す
る
年
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
力
強
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
は
皆
様
の
平
素
か
ら
の
加
賀
商

工
会
議
所
の
活
動
に
対
す
る
多
大
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
社
会
経
済
に
つ
い

て
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
界
経
済
は

不
透
明
さ
を
増
し
、
米
国
関
税
措
置

の
影
響
や
長
引
く
物
価
高
騰
、
人
手

不
足
な
ど
、
企
業
経
営
を
取
り
巻
く

環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
国
際
的
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
編
圧
力
や
、
地
政

学
的
な
緊
張
の
高
ま
り
は
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
わ
が
国
で
は
女
性

初
と
な
る
首
相
が
誕
生
し
、
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
新
政

権
は
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
を
理

念
と
し
て
掲
げ
、
先
を
見
据
え
た
戦

略
的
な
財
政
出
動
に
よ
り
、
強
い
経

済
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
財
政
規
律
を
意
識

し
な
が
ら
も
、
必
要
な
分
野
に
は

し
っ
か
り
と
公
的
資
金
を
投
入
し
、

民
間
の
活
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
理
念
を
具
現
化
す
る
た

め
、「
地
域
未
来
戦
略
本
部
」
を
設

置
し
、
地
方
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
、
そ
し
て
最
も
重
要

な
地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
の
生
産

性
向
上
や
賃
上
げ
へ
の
支
援
に
重
点

を
置
く
と
い
う
明
確
な
方
向
性
を
打

ち
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
国

の
動
き
は
、
長
ら
く
停
滞
感
の
あ
っ

た
地
域
経
済
に
と
っ
て
、
ま
さ
し
く

待
望
久
し
い
追
い
風
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
々
の
住
ま
う
加
賀
市
に

目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年
秋
の
市
長

選
挙
で
は
、
新
し
い
市
政
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
山
田
新
市
長
が
掲
げ

る
「
加
賀
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
、
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
政
策
展
開
を
推
進

さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

専
門
学
校
や
大
学
誘
致
に
よ
る
教
育

移
住
の
促
進
を
通
じ
た
若
者
の
定
着
、

そ
し
て
従
来
の
施
策
に
対
す
る
費
用

対
効
果
の
検
証
と
い
っ
た
、
消
滅
可

能
性
都
市
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
新
た
な
取
り
組

み
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
所
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

国
政
の
潮
流
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な

く
、
ま
た
、
新
市
政
の
主
導
す
る
加

賀
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
会
に

も
参
画
し
、
事
業
者
の
声
を
市
政
に

届
け
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
地
域

経
済
の
新
た
な
核
と
な
る
加
賀
温
泉

駅
南
地
区
の
開
発
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
着
実
な
計
画
遂
行
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
に
あ
た
り

既
存
の
地
元
企
業
へ
の
十
分
な
配
慮

が
な
さ
れ
る
よ
う
、
後
押
し
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　

深
刻
な
人
手
不
足
へ
の
対
策
と
し

て
は
、
従
来
の
採
用
手
法
に
留
ま
ら

ず
、
副
業
・
兼
業
な
ど
の
外
部
専
門

人
材
や
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た

柔
軟
な
就
業
形
態
の
活
用
を
周
知
す

る
と
と
も
に
、
シ
ニ
ア
・
女
性
・
外

国
人
材
な
ど
多
種
多
様
な
人
材
が
そ

の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
職

場
環
境
の
整
備
を
促
し
、
人
財
確
保

を
支
援
い
た
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

観
光
、
伝
統
産
業
、
そ
し
て
新
た
な

教
育
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
人
材
の

育
成
に
資
す
る
事
業
を
展
開
し
、
持

続
可
能
な
地
域
経
済
の
基
盤
づ
く
り

に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
中
小
・
小
規
模

事
業
者
を
取
り
巻
く
原
材
料
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
い
っ
た
容
易

な
ら
ざ
る
状
況
に
対
し
て
も
、
企
業

一
社
一
社
の
「
稼
ぐ
力
」、「
収
益
力

の
強
化
」
に
焦
点
を
当
て
、
昨
年
以

上
に
、
生
産
性
向
上
と
付
加
価
値
の

拡
大
、
そ
し
て
新
た
な
販
路
開
拓
を

支
援
す
る
伴
走
支
援
を
強
化
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
地
方
創
生
は
、
地
域
の

企
業
が
活
力
を
高
め
、
そ
の
力
が
集

積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実

現
し
ま
す
。
そ
の
点
で
、
加
賀
商
工

会
議
所
は
、
地
域
経
済
の
持
続
的
成

長
の
中
核
を
担
い
、
自
立
的
な
地
域

づ
く
り
の
牽
引
役
と
し
て
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
社
会
経
済
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
と
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
挑
戦
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
会
員
企
業
を
は
じ
め

関
係
各
位
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

丙
午
の
勢
い
を
力
に
変
え
、
皆
様

に
と
っ
て
大
き
く
発
展
す
る
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

新
時
代
の
潮
流
を
掴
み
、持
続
可
能
な
加
賀
の
実
現
へ

加
賀
商
工
会
議
所
　
会
頭
　
　
東
　
野
　
哲
　
郎　

新
年
の
ご
挨
拶
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ

　

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長

期
化
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ

た
地
政
学
リ
ス
ク
に
加
え
、
関
税
・

輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・
投
資
審
査

な
ど
が
複
合
的
に
作
用
し
、
通
商
環

境
の
再
編
が
進
行
す
る
な
ど
、
不
確

実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本

経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向

け
た
兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
物
価
上
昇
に

賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、
実
質
賃
金
の

着
実
な
回
復
が
最
大
の
課
題
で
す
。

長
年
に
わ
た
り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ

マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実

を
賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循
環
さ
せ

る
こ
と
こ
そ
、
日
本
経
済
の
「
再
出

発
」
に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て
は
、

憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
と
し
て
高

市
総
理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め
各
国

首
脳
と
の
会
談
を
精
力
的
に
行
い
、

首
脳
間
の
信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
市
総
理
が
議

長
を
務
め
る「
日
本
成
長
戦
略
会
議
」

に
お
き
ま
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、

造
船
、
量
子
な
ど
17
の
戦
略
分
野
へ

の
投
資
に
加
え
、
人
的
資
本
の
強
化
、

労
働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備
な
ど
、
将

来
の
成
長
力
を
高
め
る
政
策
課
題
が

明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成
長

戦
略
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間

の
現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど

も
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る

も
の
に
～
「
変
革
」
と
「
価
値
共
創
」

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済

へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
数
の

99
・
７
％
、
雇
用
の
約
７
割
（
３
大

都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）
を
占
め

る
中
小
企
業
は
、
円
安
・
原
油
高
に

伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な

ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の

増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低
迷
な
ど
多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の

企
業
が
自
己
変
革
を
果
た
し
、
変
化

す
る
外
部
環
境
に
適
応
し
て
い
く
な

ど
、
絶
え
ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け

る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、
不

確
実
性
の
時
代
に
お
い
て
は
、
多
様

な
主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、

新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
、
共
に
分

か
ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ

そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支

え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経

済
の
再
出
発
」
に
向
け
た
三
つ
の
重

点
課
題

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変
革
と
価

値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出

発
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を
重
点
課

題
と
し
て
当
所
の
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実
現

に
向
け
た
環
境
整
備
」
で
す
。
成
長

型
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス
ト

プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需
要

拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン

フ
レ
へ
と
転
換
し
、
賃
金
と
投
資
の

好
循
環
を
持
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な
価

格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、

賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

官
民
を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課

題
で
す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
、

過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た
金
融

政
策
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
、
持
続

可
能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に

よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。
成
長

型
経
済
の
実
現
に
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値
と
生
産

性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分

野
進
出
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知

的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
、
海

外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連

携
な
ど
へ
の
挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、

よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向

上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」

で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
、
地
域
に
新
た
な
投
資
を
呼
び
込

む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政

支
援
、
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の

確
保
・
育
成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主
要
な
活

動
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も
と
よ

り
、
各
地
商
工
会
議
所
が
中
核
と

な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
期
待
い
た
し
ま
す
。

「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」の
発
展

　

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と

い
う
信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以
来
、

全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業

者
の
生
の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が
抱

え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
は
「
現
場
主
義
・
双

方
向
主
義
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が

ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の
活
性
化
、

日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け

て
、
皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発

日
本
商
工
会
議
所
　
会
頭
　
　
小
　
林
　
　
　
健　

２
０
２
６
年　

年
頭
所
感
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清　田　信　昭
北浜建設㈱

副
会
頭

会
　
　
頭

専
務
理
事

岸　　　省　悟
㈱岸グリーンサービス

東　野　哲　郎
東野産業㈱

嶽　野　一　義
加賀商工会議所

宮　本　峰　幸
宮本産業㈱

小中出　佳津良
小中出建設㈱

常
議
員

清水屋　健太郎
㈱ヤマニ

眞　田　昌　則
大同工業㈱

山　本　一　穂
村田機械㈱加賀工場

浅　野　剛　志
㈱ソディック加賀事業所

越　山　文　雄
㈱月星製作所

岩　間　孝　博
NISSHAプレシジョン・アンド・テクノロジーズ㈱

佐　藤　龍　吉
㈱江沼チヱン製作所

新　木　洋　満
㈱新木プラスチック工業所

山　本　　　孝
山本長左陶房

小　西　春　夫
タカノクリエイト㈱

鹿　野　和　宏
カノー㈱

齊　官　慶　一
㈱たつみや

山　本　　　篤
㈱妙泉陶房

山　岡　秀　和
㈱正和

北　川　和　哉
㈱だいいち

吉　田　　　貴
㈱フジセイカ

丸　谷　誠　慶
㈱丸八製茶場

樋　口　健　三
㈱第一設備商会

小　新　知　治
㈱マルヰ

今　井　　　剛
㈱ミヤジマ建設

竹　内　和　良
竹内電気工事㈱

新　滝　英　樹
㈱ホテルゆのくに

繊
維
工
業
部
会

機
電
工
業
部
会

工
芸
品
業
部
会

商
業
部
会

建
設
業
部
会

観
光
業
部
会

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

竹　村　健太郎
㈱北陸銀行大聖寺支店

西　出　　　光
㈱北國銀行南加賀営業部

村　上　智　之
金沢信用金庫大聖寺支店

永　山　信　也
㈲冠婚葬祭ながやま

監
　
　
事

守　岡　伸　浩
北陸リネンサプライ㈱

相
談
役

宮　

村　

愼
一
郎

北
陸
観
光
開
発
㈱

釣　井　公　人
ゆげや本舗㈱

田　畑　秀　樹
㈲田畑建設

檜　山　国　行
㈱秀光ビルド

向　出　剛　一
㈱向出組

下　荒　隆　晴
㈱シモアラ

下　口　智　徳
富士工業㈱

和　田　守　弘
㈲たちばな四季亭

議
　
　
員

伊　藤　道　裕
加賀工業㈱

繊
維
工
業
部
会

機
電
工
業
部
会

田　中　章　雄
㈲タナカ精工

太　田　長　夫
㈱ホテル・アローレ

役
員
・
議
員
の
紹
介

（
部
会
別
・
敬
称
略
）
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林　　　晋　吾
㈱長沢組

山　本　善　光
㈱山組

安　川　典　男
パナソニックコネクト㈱

深　田　　　健
深田熱処理工業㈱

大　和　広　拓
㈱大和商会

舘　　　正　浩
福井鋲螺㈱加賀工場

髙　田　泰　裕
㈱髙田鉄工

中　村　元　風
今九谷窯

工
芸
品
業
部
会

商
業
部
会

山　本　和　彦
山本醤油㈱

治　下　　　豊
㈲治下組

嶋　中　　　一
㈱嶋中左官工業所

井野上　盛　光
㈲井野上正樹園

上　出　貴　文
㈲かみで緑営

小　畑　正　昭
㈱小畑設計事務所

髙　野　　　亮
㈲新生工業

久保出　伴　治
㈱友星自動車

矢田郷　裕　昭
㈲矢田郷商店

前　山　　　智
㈲前山事務機

西　山　　勉
加賀自動車販売㈱

高　野　宣　也
㈱高野商店

井野上　貴　司
井野上印刷

三　谷　洋　史
㈲ミタニ

建
設
業
部
会

北　市　一　博
㈲グリーンサービス加賀

按　察　正　弘
㈱加賀土石建設

東　出　友　明
丸運トラック㈱

荻　野　広　明
荻野電気工事㈱

道　上　　　勉
㈱三和建設

渡　辺　宗　敬
㈲大宗

東　野　利　裕
㈱北陸エレテック

萬　谷　哲　男
㈱加賀設備商会

田　中　茂　樹
ダイド建設㈱

観
光
業
部
会

佐　野　晃　一
㈱エリオ

丸　山　　　肇
㈱オリテック

西　村　富美義
㈲西村設備工業

中　川　敬　雄
㈱カガコン

小　谷　泰　之
㈱橘香堂

和　田　藤一郎
和田木材商店

吉　田　匡　利
吉田製作㈱

五十嵐　　　巌
㈱加南土木

山　口　尚　彦
山口電設㈱

竹　内　裕　貴
竹内製菓㈱

芳　山　和　彦
㈱光パックス石川

前　川　哲　也
㈱エム グリット

田　中　和　義
㈲田中鉄工所

村　口　誠　志
㈱北陸ゆつぼ本舗

萬　谷　浩　幸
よろづや観光㈱/瑠璃光

永　井　隆　幸
(資)あらや

栄　枝　　　潔
㈱富士屋

竹　中　俊　介
㈱竹中
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橋　村　昭　廣
㈱はしむら

風　間　優　好
聖城運輸㈱

小　川　公　伸
小川建設㈱

荒　河　隆　宏
㈱荒河電気商会

川　原　真　人
日新シャッタ－工業㈱

清　水　幸　一
㈲清水重機

平　石　春　樹
㈱まる平/和風来屋ひらいし

久 保 田　　誠
㈲久保田管工

樋　口　泰　啓
㈱第一設備商会

商
業
部
会

建
設
業
部
会

喜　多　英　幸
㈱パルテノン建築計画研究所

山　海　直　行
山海建設㈱

中　川　孝　則
㈲中川設備商会

田　畑　智　日
㈱御木万葉造苑

坂　井　弘　信
北陸建材工業㈱

徳　田　秀　司
㈲徳田管工

徳　田　　　満
㈲徳田建設

瓜　谷　昇　丈
寿屋商事㈱

木戸浦　信　隆
㈱木戸浦洋装店

出　山　尚　一
日本海観光バス㈱

山　本　　　明
加賀食品工業㈱

山　畑　秀　徳
㈱やまはた

竹　内　政　一
㈲たけうち印刷

田　中　宏　和
㈱プロデザイン

菅　本　清　二
㈱スガモトテント

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

工
芸
品
業
部
会

機
電
工
業
部
会

水　野　文　智
㈱福井銀行大聖寺支店

中　谷　　　崇
㈲ナカテック

中　出　誠一郎
㈱横井包装加賀工場

衛　藤　哲　也
㈱山下不動産

北　村　　　栄
資源エコロジーリサイクル事業㈿

蔵　谷　一　樹
㈲加賀損保

新　村　　　努
北陸電力㈱小松支店

臺　　　正　靖
㈱台和北陸事業所

尾　山　昌　孝
㈱尾山製作所

吉　田　瑛　亮
加賀発条㈱

向　出　幸　由
㈲向出鉄工

福　嶋　幹　生
㈲福島アルミ工業所

河　道　貴　宏
㈱河道製作所

評
議
員

駒　谷　正　彦
駒谷工業㈱

丸　山　芳　範
㈲丸山造園

西　山　幸　男
㈱中部日本トラベル

山　岸　和　伸
㈲山ぎし

吉　田　有　志
㈱吉田屋（山王閣）

水　口　清　仁
㈲ばん亭

高　田　樹　生
㈱高田

木　戸　正　典
宮永鉄工建設㈱

萬　谷　哲　男
日樽建設工業㈱

木　村　峯　久
㈱あーすエステート

下　荒　隆　久
㈱加賀/加賀カントリークラブ
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八日市　泰　隆
㈱大同ゼネラルサービス

谷　口　健一
㈱ハヤシ

金　沢　伸　悟
ビッグ総合開発㈱/みやびの宿加賀百万石

竹　野　　　茂
㈱タケノ

定　者　　　豊
丸豊産業㈱

鈴　木　　　一
(医)萌和会

寺　尾　一　彦
㈱梅林閣

竹　内　裕　二
㈱昭宝製菓

西　山　大　介
西山建設㈱

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

森　本　康　敬
㈱ホテル森本

福　島　公　一
㈱山甚／料亭新保

中　道　一　成
㈱べにや旅館

金　子　達　郎
㈲カネコストアー

観
光
業
部
会

唐　谷　好　二
㈱旅くらぶ四季彩

令和８年度石川県予算に対する要望事項（抜粋）

Ⅰ．持続的な成長を実現するための中小企業・小規模事業者
　　の稼ぐ力の強化
１．喫緊の課題に取り組む中小企業・小規模事業者への支援
　⑴切れ目のない経済対策予算の確保・充実
　⑵新型コロナの無利子・無担保融資の元金返済への柔軟な
　　対応
　⑶最低賃金への対応も含めた持続的な賃上げへの支援
　⑷米国関税措置への支援
　⑸国際情勢・円安等による原材料価格、原油価格高騰に対
　　する支援
　⑹円滑な「価格転嫁」の推進支援
　⑺取引適正化対策の強化と「パートナーシップ構築宣言」
　　の登録推進に対する支援の充実、補助金・制度融資申請
　　時の加点措置、公共工事の優先発注、優良な発注者への
　　顕彰制度の拡充など
　⑻公共工事における労務、原材料、エネルギーコスト等を
　　反映した設計価格の設定、工期の十分な確保と安定的な
　　発注
　⑼事業継続計画（ＢＣＰ）の策定支援の充実
　⑽中小企業倒産・廃業防止のための支援の充実
　⑾金融円滑化の推進
２．人材確保・育成への支援
　⑴最低賃金への対応も含めた持続的な賃上げへの支援
　⑵人材確保・定着・育成と業務効率化に対する支援の充実、
　　多様な人材の採用・定着に向けた普及啓発と支援の充実
　⑶「働き方改革」実現に向けた取り組みへの支援
　⑷ＩＴ・ＩｏＴ・ＡＩを活用するデジタル人材の事業者ニー
　　ズに即した確保・育成支援の充実
　⑸学生のＵＩJターン・県内就職と移住定住の促進
　　・いしかわ移住支援事業の対象拡大と奥能登への移住者
　　　への支援の拡充
　⑹新卒者の離職防止対策の推進
　⑺県内企業情報発信の充実・強化
　⑻「健康経営」に対する支援の拡充・健康経営優良法人認
　　定制度の推進
３．新たな取り組みに挑戦する中小企業・小規模事業者への支援
　⑴中小企業のビジネスモデル転換支援の継続　
　⑵デジタル化の活用推進に対する支援
　⑶中小企業・小規模事業者の設備投資に対する支援強化
　⑷創業・事業承継支援の充実

　　・創業計画を作成した事業者に対する支援制度の創設
　　・起業支援金（いしかわ移住支援事業）の対象要件の緩和
　⑸インバウンド対策の強化に取り組む事業者への支援の充実
４．商工会議所の経営支援体制強化への支援
Ⅱ．まちづくりの推進
１．石川の魅力発信
　⑴観光対策の支援強化
　⑵観光資源の魅力発信と観光地づくり
　⑶石川の歴史・風土に培われた文化を活かした質の高い文
　　化観光の推進
　⑷伝統的工芸品産業の支援強化
　⑸伝統芸能の継承・発展への支援充実
　⑹加賀料理など独自の食文化の伝承に向けた支援の充実
２．まちづくりと中心市街地活性化
　⑴石川の特性を活かした企業誘致の推進
　⑵中心市街地活性化支援の拡充
　⑶地域資源の活用
　⑷ワーケーションやゼミ合宿等による関係人口の創出・拡
　　大に向けた取組の推進
　⑸交流人口増及び地域経済活動の活性化に向けた新しい仕
　　組み（Ｍaas）への取組みに対する支援
　⑹浮体式洋上風力発電を始めとする脱炭素・次世代エネル
　　ギーを活用した産業創出による先進的なまちづくりへの
　　支援
　⑺能登地域における持続可能な公共交通体制構築の継続的
　　支援
３．産業振興の基盤となる社会資本の整備
　⑴地域経済の活性化に直結する社会資本整備の促進と修繕・
　　補修による安全性確保
　⑵北陸新幹線の建設促進と県内全線開業効果の継続・県内
　　全域での拡大
　⑶小松空港、のと里山空港の活性化推進
　⑷金沢港、七尾港、輪島港の整備充実
　⑸幹線道路の整備促進
　⑹柴山潟、木場潟中央園地東側区域の整備促進
　⑺安全性最優先での志賀原子力発電所の再稼働を含めたエ
　　ネルギーの安定供給と価格抑制に資する施策の推進
　⑻災害に強いまちづくりの推進
　⑼小松空港周辺への防災庁拠点の誘致

石川県商工会議所連合会は、１２月２５日㈭、西村聡商工労働部長、戒田由香里文化観光スポーツ部長に令和８年度石
川県に対する要望書を提出した。当所からは嶽野専務理事が出席。加賀の要望について説明した。

石川県商工会議所連合会から県へ要望石川県商工会議所連合会から県へ要望
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12
月
12
日
㈮
、つ
ば
甚
（
金
沢
市
）

に
お
い
て
、
石
川
県
商
工
会
議
所
連

合
会 

会
頭
・
副
会
頭
会
議
が
開
催
さ

れ
、
馳
石
川
県
知
事
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
県
内
の
商
工
会
議
所
会
頭
・
副

会
頭
お
よ
び
専
務
理
事
・
常
務
理
事
・

事
務
局
長
な
ど
41
名
が
出
席
し
た
。

　

当
所
か
ら
は
東
野
会
頭
を
は
じ
め

宮
本
副
会
頭
・
吉
田
副
会
頭
・
嶽
野

専
務
理
事
・
辻
事
務
局
長
が
出
席
し

た
。

　

冒
頭
、
安
宅
県
連
会
頭
は
、「
能

登
半
島
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ

の
県
当
局
の
尽
力
に
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
３
年
目
を

迎
え
る
今
、
な
り
わ
い
の
復
興
が
正

念
場
と
捉
え
て
い
る
。
会
員
企
業
が

直
面
す
る
最
大
の
課
題
は
、
物
価
高

騰
に
対
す
る
価
格
転
嫁
の
困
難
さ
と
、

深
刻
な
人
手
不
足
で
あ
り
、
我
々
商

工
会
議
所
は
行
政
と
連
携
し
、『
伴

走
支
援
』
に
注
力
し
て
い
る
。
要
望

事
項
は
、
能
登
観
光
の
要
で
あ
る
和

倉
温
泉
の
復
旧
支
援
、
地
方
の
実
力

に
見
合
っ
た
賃
上
げ
と
原
資
確
保
策
、

人
手
不
足
対
策
（
人
材
確
保
・
デ
ジ

タ
ル
活
用
）、
働
き
方
改
革
の
改
善
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
や
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク

へ
の
対
策
の
５
点
に
及
ぶ
。
本
日
は
、

地
域
の
経
済
動
向
や
会
員
企
業
の
課

題
に
つ
い
て
馳
知
事
を
交
え
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
で
、
有
意
義
な
会
議

と
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

引
き
続
き
、
各
会
議
所
の
会
頭
よ

り
順
番
に
知
事
に
対
し
て
意
見
要
望

し
、
馳
知
事
が
丁
寧
に
説
明
し
た
。

当
所
か
ら
は
、「
北
陸
新
幹
線
大
阪
延

伸
の
早
期
実
現
と
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ

ー
ド
・
特
急
し
ら
さ
ぎ
の
臨
時
便
と

し
て
の
復
活
」
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

こ
の
要
望
に
対
し
て
、
馳
知
事
は
、

「
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
～
新
大
阪
間

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
国
家
予
算

決
定
を
控
え
て
い
る
。
早
期
の
全
線

整
備
の
た
め
、
県
民
会
議
で
京
都
府

の
課
題
解
決
に
年
内
に
も
目
処
を
つ

け
る
決
議
を
行
っ
た
。
関
係
す
る
国

会
議
員
に
は
、
着
工
後
条
件
の
早
期

解
決
に
向
け
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を

示
し
精
力
的
な
検
討
を
行
う
よ
う
働

き
掛
け
て
い
る
。
特
急
に
つ
い
て
、

大
阪
～
和
倉
温
泉
間
の
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド
は
、
一
昨
年
12
月
、
当
時
の

長
谷
川
社
長
か
ら
、『
和
倉
温
泉
の

復
興
を
前
提
に
、
定
期
便
は
難
し
い

が
、
臨
時
便
を
検
討
し
た
い
』
と
の

見
解
が
示
さ
れ
た
。
県
は
こ
れ
を
能

登
の
創
造
的
復
興
の
弾
み
と
す
る
た

め
、
復
興
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
臨
時

便
運
行
を
改
め
て
Ｊ
Ｒ
に
要
請
し
て

い
る
。
同
社
は
、
敦
賀
開
業
後
の
新

幹
線
利
用
が
大
原
則
で
あ
り
、
過
去

の
経
緯
や
並
行
在
来
線
へ
の
影
響
な

ど
課
題
が
多
い
と
し
て
い
る
が
、
ま

ず
は
能
登
復
興
の
弾
み
と
な
る
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
臨
時
便
の
実
現
へ
向
け
、

引
き
続
き
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

中
京
圏
と
を
結
ぶ
特
急
し
ら
さ
ぎ
の

直
通
運
転
に
つ
い
て
も
、
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド
の
状
況
を
踏
ま
え
、
同
社
に

要
望
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
回

答
し
た
。

各
会
議
所
の
要
望
事
項

―
金
沢
商
工
会
議
所
―　
①
能
登
半

島
地
震
・
豪
雨
災
害
の
被
災
事
業
に

対
す
る
強
力
な
復
旧
・
復
興
支
援
②

持
続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
稼
ぐ

力
の
強
化

―
小
松
商
工
会
議
所
―　
小
松
空
港

周
辺
へ
の
防
災
庁
の
誘
致
に
つ
い
て

―
七
尾
商
工
会
議
所
―　
能
登
地
域

の
経
済
復
興
に
向
け
て

―
輪
島
商
工
会
議
所
―　
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
・
令
和
６
年
奥
能
登

豪
雨
の
被
災
事
業
者
へ
の
支
援
の
継

続―
珠
洲
商
工
会
議
所
―　
今
後
の
県

の
取
組
み
に
つ
い
て

―
白
山
商
工
会
議
所
―　
「
オ
ー
プ

ン
ネ
ー
ム
方
式
」
事
業
承
継
支
援
の

周
知
徹
底
と
情
報
共
有

馳知事東野会頭

会場 APAホテル加賀大聖寺駅前
加賀市熊坂町イ226番地4 お問合せ 加賀市倫理法人会事務局 上原

TEL 070－4355－6713

経営者モーニングセミナー

2/10
（火）
6:00ａ

ｍ

有限会社よした 代表取締役
加賀市倫理法人会 幹事 吉田　 昭 氏

自ら 道 を 拓く実 践

よした あきら第825回

ａ
ｍ

2 / 3
（火）
6:00

有限会社ハーベスト 代表取締役
金沢市中央倫理法人会 会長 瀬川 和秀氏

倫 理 と 経 営 戦 略

せがわ かずひで第824回

1/27
（火）
6:00ａ

ｍ

エイチ・スマイル株式会社 代表取締役
一般社団法人倫理研究所
　　法人局 法人スーパーバイザー

袴田 敦志 氏

決 心 ～1 ㎜ の 挑 戦～

はかまた あつし第823回

1/20
（火）
6:00ａ

ｍ

加賀市倫理法人会　会員 宮元 　陸 氏

倫 理 一 年 生

みやもと りく第822回

各
会
議
所
が
馳
知
事
に
直
接
意
見
・
要
望

石川県商工会議所連合会 会頭・副会頭会議 開催



相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店（JR小松駅前新幹線口）加賀店（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中
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お子さまの教育資金を「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）がサポート！

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を
対象とした公的な融資制度です。

【ご融資額】お子さま１人あたり３５０万円以内
【金    　利】年３.１５％　固定金利

※「母子家庭」、「父子家庭」、「交通遺児家庭」、「世帯年収200
万円（所得132万円）以内の方」または「子ども３人以上の世帯
かつ世帯年収500万円（所得356万円）以内の方」は年2．７５％

（令和７年９月１日現在）

【ご返済期間】20年以内
【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、塾代、自宅外通学に

　　　　　   必要な住居費用など
【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
【保　　　証】（公財）教育資金融資保証基金

　　　　　　（連帯保証人による保証も可能）

詳しくは、ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）
または教育ローンコールセンター

（０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）または （０３）５３２１－８６５６）

　

当
所
は
12
月
11
日
㈭
、
か
が
交
流

プ
ラ
ザ
さ
く
ら
に
て
、
ジ
ャ
イ
ロ
総

合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
中
山 

望

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
シ
ョ
ー
ト
動

画
作
成
セ
ミ
ナ
ー
（
実
践
編
）」
を

開
催
し
た
。
市
内
事
業
者
15
名
が
参

加
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
動
画
は
、T

ikT
ok

や

Y
ouT

ube

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

主
要
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
簡
単
に
投
稿
で
き
、

静
止
画
で
は
伝
え
き
れ
な
い
動
き
の

情
報
を
伝
え
ら
れ
る
点
か
ら
活
用
す

る
事
業
者
も
多
い
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
シ
ョ
ー

ト
動
画
を
効
果
的
に
活
用
す
る
方
法

を
学
ん
だ
上
で
、
編
集
作
業
か
ら
投

稿
ま
で
の
一
連
の
手
法
に
つ
い
て
実

践
し
た
。

　

ま
ず
中
山
氏
は
、
シ
ョ
ー
ト
動
画

の
特
徴
と
し
て
、
①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
視
聴
が
メ
イ
ン
と
な
る
た
め

縦
型
動
画
（
９
：
16
）
で
撮
影
す
る

こ
と
、
②
短
尺
動
画
が
主
で
あ
る
こ

と
（
１
分
以
上
を
目
安
と
す
る
こ

と
）、
③
検
索
か
ら
の
流
入
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
視
聴
し
た

動
画
の
ジ
ャ
ン
ル
や
視
聴
時
間
か
ら

ユ
ー
ザ
ー
好
み
の
動
画
を
レ
コ
メ
ン

ド
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

投
稿
し
た
動
画
を
長
く
視
聴
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
こ
と
の
３
つ
を
挙

げ
た
。ま
た
視
聴
者
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
ー

ビ
ス
に
あ
る
レ
コ
メ
ン
ド
機
能
に
お

す
す
め
さ
れ
た
動
画
を
閲
覧
し
て
い

る
た
め
、
そ
こ
を
意
識
し
た
動
画
作

り
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
主
流
と

な
る
ユ
ー
ザ
ー
が
違
う
た
め
、
Ｚ
世

代
に
響
く
よ
う
な
動
画
作
り
を
し
た

い
場
合
に
は
、T

ikT
ok

で
の
投
稿

を
主
と
す
る
な
ど
、
動
画
づ
く
り
に

お
い
て
も
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要

で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
動
画
構
成
の
王
道
パ
タ
ー

ン
と
し
て
、
①
動
画
を
視
聴
し
た
く

な
る
「
つ
か
み
」、
②
伝
え
た
い
こ

と
や
事
象
の
背
景
を
伝
え
る
「
メ
イ

ン
パ
ー
ト
」、
③
視
聴
者
に
し
て
も

ら
い
た
い
ア
ク
シ
ョ
ン
を
訴
え
る

「
ア
ク
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
」の
３
パ
タ
ー

ン
あ
り
、
こ
れ
ら
を
意
識
し
て
作
成

す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
説
明

し
た
。

　

最
後
に
、
動
画
編
集
の
コ
ツ
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の
な
い
複
数
の

画
像
を
並
べ
ら
れ
る
と
、
無
意
識
に

そ
の
前
後
関
係
を
連
想
し
て
特
定
の

意
味
を
解
釈
す
る
「
ク
レ
シ
ョ
フ
効

果
」
を
活
用
し
、
視
聴
者
に
持
た
せ

た
い
イ
メ
ー
ジ
を
演
出
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、

素
材
の
カ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
見
や
す

い
文
字
入
れ
、
効
果
的
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の

選
定
方
法
、
マ
イ
ク
に
よ
る
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
吹
き
込
み
、
ワ
イ
プ
の
活

用
に
つ
い
て
操
作
方
法
を
解
説
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
作
成
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意
見

が
あ
が
っ
た
。

講師の中山氏

シ
ョ
ー
ト
動
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー�

開
催

実
践
編
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協会コールセンター（TEL.03-5251-4870）もしくは
加賀商工会議所（TEL.0761-73-0001）にお問合せください
または協会ホームページ（https://www.jcpra.or.jp/）をご覧ください

令和8年度の再商品化委託申込み受付のご案内
令和7年12月8日～令和8年 2月13日
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なりわい再建支援補助金

ものづくり・商業・サービス
生産性向上促進補助金

小規模事業者事業継続支援補助金

事業承継円滑化補助金

企業復興応援でんき

従業員スキルアップ助成金

能登半島地震で被災した施設・設備の復旧
費用を補助

生産性向上や持続的な賃上げに向けた、 革
新的な新製品・新サービスの開発や海外需
要開拓に必要な設備投資等を支援

「小規模事業者持続化補助金〈災害支援枠〉」で直
接被害の復旧費用を計上した事業者に上乗せ補助

事業承継にかかる仲介料、調査、契約書作
成、登記委託費用等の専門家経費を補助

震災関連補助金（「なりわい補助金」、「持
続化補助金（災害支援枠直接被害）」等）の
交付決定を受けた事業者の電気料金を割引

小松産業技術専門校や中小企業大学校金沢
キャンパスなどの研修受講料を助成

15億円

2,500万円

石川県1 受付中

経産省6 第22次受付
12/26～1/30

100万円

50万円

10%割引
(1年間)

一人 5万円

石川県2 受付中

石川県5 受付
5/12～1/31

北　陸
電　力3

4

受付
4/1～3/31

加賀商工
会議所 受付中

スケジュール№

中小企業省力化投資補助金
（一般型）

中小企業新事業進出補助金

オーダーメイドの省力化設備を導入し生産
性向上・賃上げする事業者を補助

生産性向上や賃上げを促すため、既存事業
とは異なる新市場・高付加価値事業への進
出にかかる設備投資等を支援

1億円

9,000万円

7

8

経産省

経産省

第5回受付
12/19～

2月下旬

第3回受付
2/17～3/26

※この他、各種融資制度があります。詳しくは当所まで

補助金等 支援制度のご案内〔加賀商工会議所 中小企業相談所〕

※受付時間：午前９時から午後６時まで
（土、日および祝日は除きます。）

問い合わせ先

〒920-0864　石川県金沢市高岡町12-45　ロイヤルシャトー南町
石川県賃上げ緊急支援事業運営事務局

令和8年1月1日に
一部制度変更がされました

対象者 県内に事業所を有する小規模事業者

対象
要件

①最賃近傍※の従業員の賃上げ（70円以上）
②半壊以上の被災の証明
③被災前から売上高等が3％以上減少
※10/7までの賃金時給：984円～1,034円

被災地小規模事業者賃上げ支援金

対象
要件

最賃近傍※の従業員の賃上げ（70円以上）
※10/7までの賃金時給：984円～1,034円

賃上げ環境整備助成金

対象
要件

最賃近傍※の従業員の賃上げ（70円以上）
※10/7までの賃金時給：984円～1,053円

賃上げ環境整備助成金

対象者 県内に事業所を有する中小企業・小規模事業者

対象
要件

①最賃近傍※の従業員の賃上げ（70円以上）
②一部損壊以上の被災の証明
③被災前から売上高等が3％以上減少
※10/7までの賃金時給：984円～1,053円

被災事業者賃上げ支援金

変更前

変更後

変更前

変更後

県内中小企業の皆様へ申請手続き
が必要です

最低賃金引き上げに伴う
県支援制度のご案内

石川県の最低賃金は、令和7年10月8日から70円引き上げられ1,054円になりました。
県では、物価高騰等で厳しい経営状況にある中小企業の賃上げを支援します。

今後の賃上げに向けて中小企業が行うITシステム導入や、
従業員のスキルアップ研修などの取り組みに対し、その
経費の一部を助成します。

石川県賃上げ環境整備
助成金 

被災した中小企業（小規模事業者含む）に対し、
従業員の賃上げに伴う支援金を支給します。

石川県被災事業者
賃上げ支援金

対象者
県内事業所を有する中小企業（小規模事業者
含む）で、従業員の賃金について、下記に定め
る賃上げを実施していること。※1人でも可

従業員の賃上げ要件（全て満たすこと）
　①賃上げ前の時給は、984円～1,053円の範囲内であること
　②令和7年4月1日～令和8年1月31日の期間で、時給70円以上の賃上げを行っていること
　③週所定労働時間は20時間以上であること
　④賃上げ後の賃金水準を1年以上継続する見込みであること

対象事業
令和7年4月1日（火）～令和8年2月28日(土)
までに行った生産性向上、収益力強化のための
新たな取組※既に実施済みの取り組みでも申請可

月 7日 ～2月 日  

申請受付期間
令和7年 令和8年

月 7日 ～2月 日
令和7年 令和8年

中小企業3／4、小規模事業者4／5助成率

100万円助成上限額

対象者

下記要件をすべて満たすこと
●県内に事業所を有する中小企業（小規模事

業者含む）で、勤務する従業員の賃金につい
て下記に定める賃上げを実施していること。

●令和６年能登半島地震以降の被災により、県内事業
所で一部損壊以上の被災判定を受けていること。

●被災後の任意月の売上高が、被災前の同月の
売上高と比較して３％以上減少していること。

賃上げした従業員１人あたり５万円
（最大１０人分 ５０万円）支援金額

申請受付期間

令和8年1月1日時点

こちらからアクセスできます。

制　　　　　度 概　　　　要 　金額例（※）区　分
※金額例は、条件によって異なることがあります。

2026年1月5日時点



マイナンバーカードで自宅からe-Tax
書かない 確定申告

確定申告書等作成コーナー
なら金額等を入力するだけで
自動計算で申告書が完成！

マイナポータル連携で
給与、ふるさと納税、医療費等が
自動入力できる！

e-Taxに必要なもの
✓ マイナンバーカード

※マイナンバーカード及び電子証明書の
　有効期限にご注意ください

✓ マイナンバーカード読取対応の
スマホ（又はICカードリーダライタ）

✓ マイナンバーカードのパスワード２つ
① 署名用電子証明書のパスワード
　（英数字６～16文字）

② 利用者証明用電子証明書のパスワード
　（数字４桁）

小松税務署





※ご利用には事前準備が必要です

マイナポータル連携の
詳細はこちら

マイナンバーカードで自宅からe-Tax
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雇用失業情勢（ 月分） 管内有効求人倍率は 倍となり、
対前年同月比 ポイント減となりました。

倍
倍

倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍

倍

倍

倍

倍

倍

倍

令和 年 月 令和 年 月 ３月 ５月 ７月 ９月 １１月

求人・求職・求人倍率の推移（パート含む）
有効求人数（人） 有効求職者数（人） 有効求人倍率（倍）

障害者の法定雇用率引上げと支援策の強化について
障害に関係なく、希望や能力に応じて、誰もが職業を通じた社会参加のできる「共生社会」実現の

理念の下、全ての事業主に、法定雇用率以上の割合で障害者を雇用する義務があります。
この法定雇用率の引上げと、障害者雇用の支援策の強化についてお知らせいたします。

◆障害者の法定雇用率の段階的な引き上げ（令和８年７月以降）

◆除外率の引き下げ（令和７年４月）

◇障害者雇用における障害者の算定方法の変更（令和６年４月以降）

◇障害者雇用のための事業主支援を強化（助成金の新設・拡充）（令和６年４月以降）

＜お問い合わせ先＞
ハローワーク加賀 求人・特別援助部門 障害者担当
電話 ０７６１－７２－８６０９ 詳細は、石川労働局ＨＰ ▼ ▼ ▼

共生社会
の実現︕

石川労働局広報キャラクター
こうホウ

ハローワーク加賀からのお知らせ



アクサ生命保険株式会社　小松営業所　加賀分室　
〒���-���� 石川県加賀市小菅波町�丁目���番地 クロスガーデン加賀３F　TEL ����-��-����
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2025年12月の動向

今月の業況

業種別の動向

ブロック別の動向

商工会議所LOBO（早期景気観測）
業況DIは、物価高が重荷で力強さ欠き、ほぼ横ばい
先行きは、期待感うかがえるも、課題多く慎重な見方

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

先行き見通しDIは、▲17.8（今月比+0.2ポイント）
高水準での賃上げが下支えとなる中、政府のガソリン・軽
油の値下げ、電気・ガス代支援をはじめとする物価高対策
への期待もあり、消費マインドは回復傾向が見込まれる。

一方、円安伸長等による仕入価格の上昇や最低賃金の引き
上げを含む労務費上昇など、コスト増加分の価格転嫁や人
手不足等、依然として経営課題は山積しており、先行きは
慎重な見方が続く結果となった。

全産業合計の業況DIは、▲18.0（前月比▲0.1ポイント）
建設業では、公共工事や設備投資が堅調で改善した。卸売
業では、生鮮品の価格高騰に落ち着きがみられたことなど
から食料品関係を中心に改善した。小売業では、価格転嫁
が進展し、改善した。一方、サービス業では、一部地域の
旅館や観光施設で団体客数が減少しており、悪化した。ま
た、製造業では、原材料価格の上昇が続く飲食料品関係で
採算が悪化したほか、住宅関連工事の減少を受けた木材製
品製造業で引き合いが減少し、悪化した。

冬季賞与の支給効果もあって消費マインドは持ち直しつつ
あるが、コスト増による採算悪化や物価高に伴う節約志向
は継続しており、業況はほぼ横ばいとなった。

2024年 2025年 先行き
見通し

12月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １～３月
全産業 ▲ 14.4 ▲ 18.9 ▲ 18.8 ▲ 18.6 ▲ 18.9 ▲ 17.9 ▲ 18.0 ▲ 17.8

建 設 ▲ 11.3 ▲ 12.3 ▲ 13.4 ▲ 10.2 ▲ 13.5 ▲ 16.5 ▲ 14.7 ▲ 11.7

製 造 ▲ 21.4 ▲ 20.0 ▲ 19.7 ▲ 23.9 ▲ 21.0 ▲ 19.7 ▲ 21.6 ▲ 17.6

卸 売 ▲ 17.5 ▲ 18.7 ▲ 26.6 ▲ 24.8 ▲ 24.2 ▲ 24.7 ▲ 23.4 ▲ 23.8

小 売 ▲ 20.2 ▲ 27.1 ▲ 27.0 ▲ 23.6 ▲ 29.3 ▲ 26.4 ▲ 24.0 ▲ 22.8

サービス ▲ 3.4 ▲ 15.8 ▲ 11.6 ▲ 12.3 ▲ 10.0 ▲ 7.7 ▲ 9.9 ▲ 15.6

※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合

全産業業況DI

業況DI

…1.0ポイント以上改善 …1.0ポイント以上悪化※

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

住宅関連工事に弱さがみられるものの、一部で公共工事の受注が増加しているほか、設備投資需要が底堅く推移してお
り、改善。また、青森県東方沖で発生した地震の影響で耐震補強工事の需要が高まっているという声も聞かれた。
•「売上は増加しているが、労務費上昇分に見合うほどではなく、自社の利益を切り崩しての賃上げとなってしまっている」（舗装工事業）
•「青森県東方沖で発生した大きい地震の影響で耐震に対する意識が一段と高まっており、今後の耐震補強工事の需要増が見込まれる。政府や自治体の補助金等
の支援による後押しを期待している」（一般工事業）

冬の賞与支給が下支えとなり、飲食店では忘年会の予約が好調との声が聞かれたが、一部地域で旅館や観光施設の団体
客数が減少しており、悪化。

物価高に伴う消費者の節約志向の高まりは継続しているものの、仕入価格や物流費等の上昇分について価格転嫁が進み、
改善。

原材料価格の上昇が続く飲食料品関係で採算が悪化したほか、住宅関連工事の減少を受けた木材製品製造業で引き合い
が減少し、悪化。また、円安が続いていることによる仕入価格の上昇を指摘する声が散見された。

堅調な設備投資需要を受けた建築資材関連で引き合いが増加したほか、生鮮品を取り扱う事業者で仕入価格が安定した
ことなどから、改善。
•「夏場から全体的に高値が続いていた青果市況に落ち着きがみられている。様々な食料品の価格が高騰し続ける中、国内産の生鮮品が安価になることはとても
嬉しいことであり、当社が運営している飲食店においても利益率が改善している」（食料・飲料卸売業）

•「当社の部品の納入先である自動車関連業では、中国経済の減速を受け、先行き不透明な状況が続く見込みである」（一般機械器具卸売業）

•「全国的に住宅着工件数が激減している。少子化という構造的な問題に加え、近年の建設コストの急上昇の影響で物件価格が高騰しており、持ち家を検討する
人が減ったのが原因である」（木材製品製造業）

•「円安が続いているため、仕入価格は高止まりし続けており、賃上げの原資である自社の収益を圧迫し続けている」（繊維機械製造業）

•「お歳暮ギフト商戦の恩恵を受けているが、前年と比べると１割ほど受注が減少している。お歳暮を贈る世代が高齢化していることを踏まえ、自宅用の商品を
拡充したものの、物価高による買い控えもあってか補填にはなっていない」（百貨店）

•「消費者の節約志向は高まっているものの、原材料費や物流費の上昇分について価格転嫁が進み、採算は持ち直している」（化粧品小売業）

•「忘年会の予約は出足も早く、堅調に推移している。昨年に比べ、大人数での宴会が増えている印象」（飲食店）
•「中国からの団体客が緩やかに減っている。先行きの影響も不透明であるため、当店を訪れる外国人の国別比率の分散を検討するなど、対策を考えていきた
い」（旅館）

北陸信越
北陸信越は、改善。小売業では、年末需要の恩恵を受けた食料品関係や、気温低下で冬物衣料の需要が堅調な
衣服関係の販売店などで、売上・採算が改善した。卸売業では、小売業からの引き合い増加を受け、飲食料品
関係を中心に業況が改善した。飲食店からは、周辺のスキー場のインバウンド需要は好調であるため、今後の
スキーシーズンの本格化に伴い、来店客数増加を期待している、という声が聞かれた。

2025年12月調査結果
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2026年 1月
14日㈬ 新春懇談会
17日㈯ 第31期かが創業塾 第１回（以

降1/31、2/14、2/28）
19日㈪ 金融懇談会
21日㈬ 正副会頭会議、青年部 定例会・ビジョ

ン振り返りアワー、女性会役員会
26日㈪ 石川県経営力強化総合支援ア

ドバイザー派遣

27日㈫
加賀ふるさと検定･おもてなし
講座実行委員会及び成績優秀
者表彰式

28日㈬ 青年部 正副会長会議
2026年 2月

4日㈬ 青年部 理事会
8日㈰ 日商珠算能力検定試験

12日㈭ 石川県経営力強化総合支援ア
ドバイザー派遣 

17日㈫ 金融懇談会
20日㈮ 青年部 正副会長会議、決算申

告個別指導（～3/13）
22日㈰ 日商簿記検定試験
27日㈮ 価格交渉セミナー

会議所の動き

制　度　名 日 本 公 庫
マ ル 経 融 資

石　川　県
地域商工業活性化融資

石　川　県
事業転換支援融資

石　川　県
創 業 者 支 援 融 資

借入限度額 2,000万円 5,000万円(特認2億円） 5,000万円（特認2億円） 2,000～4,000万円
返 済 期 間 設備・運転10年 設備15年／運転5～7年 設備15年／運転7年 設備7年／運転5年
担保・保証 無担保・無保証人 金融機関所定の扱い 金融機関所定の扱い 無担保・保証協会保証必須
利 率 2.10% 1.60%～2.35% 1.60～2.15% 2.10%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度
12件 16件 7件 2件 0件 0件 0件 0件

認 定 金 額 7,540万円 12,350万円 8,120万円 1,550万円 0万円 0万円 0万円 0万円

制　度　名 石　川　県
小 口 零 細 融 資

石　川　県
経営安定支援融資 その他の融資制度

全制度合計
借入限度額 2,000万円 8,000万円 

省エネ投資促進支援融
資、小口融資など

返 済 期 間 設備7年／運転5年 運転7年
担保・保証 無担保・保証協会保証必須 金融機関所定の扱い
利 率 1.90%～2.10% 1.50%～2.45%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前年度 今  年  度 前  年  度

6件 11件 3件 0件 0件 0件 28件 29件
認 定 金 額 2,025万円 2,040万円 9,300万円 0万円 0万円 0万円 26,985万円 15,940万円

※ 制度内の特別枠により利息その他詳細が異なることがあります。
※ 当所の認定が不要な制度融資は集計に含まれません（令和６年能登半島地震災害対策特別融資など）。

石川県の特定最低賃金が
令和7年12月31日より
改正発効されました

○上記のほか、石川県の区域には「石川県綿紡績、化学繊維紡績、
　毛紡績、その他の紡績、染色整理、綱、漁網、網地製造業最
　低賃金」が定められていますが、石川県最低賃金が適用され
　るため、時間額1,054円以上支払う必要があります。

最低賃金に関するお問い合わせは、
　労働基準部賃金室
　（☎076-265-4425）
　または最寄りの労働基準監督署まで

最低賃金の名称 時間額

一 般 機 械
（石川県金属素形材製品、ボルト・ナット・リベット・
小ねじ・木ねじ等、その他の金属製品、はん用機械
器具、生産用機械器具、発電用・送電用・配電用電
気機械器具、産業用電気機械器具製造業最低賃
金）

1,090円

自　動　車
（石川県自動車・同附属品、自転車・同部分品製造
業最低賃金）

1,090円

電 気 機 械
（石川県電子部品・デバイス・電子回路、民生用電
気機械器具、電子応用装置、情報通信機械器具
製造業最低賃金）

1,064円

百　貨　店
（石川県百貨店、総合スーパーマーケット最低賃
金）

1,060円

soeur（カフェ）
東　出　　美　思

保賀町277-3
TEL 080-6360-1372

新 入 会 員 紹 介

詳細はこちら
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12
月
14
日
㈰
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン

加
賀
に
て
、
第
13
回
加
賀
ふ
る
さ
と

検
定
試
験
が
実
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さ
れ
、
初
級
は
、

12
歳
～
75
歳
ま
で
の
144
名
が
、
上
級

は
12
歳
～
84
歳
ま
で
の
15
名
が
受
験

し
、
初
級
54
名
、
上
級
11
名
が
合
格

し
た
。

　

初
級
は
、
制
限
時
間
60
分
で
一
般

問
題
55
問
、
今
年
の
専
門
テ
ー
マ
で

あ
る
「
山
代
温
泉
」
よ
り
5
問
の
計

60
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が
主
に
歴
史
文
化
学
習
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た
。
な
お
、
今
年
も
大
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寺
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業
高
校
の
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名
が
初
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に
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た
。

　

上
級
も
同
じ
く
制
限
時
間
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分
で

60
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だ
が
、
専
門
テ
ー
マ
は
設
け
ず
、
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題
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た
。
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で
は
、
初
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上
級

と
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割
（
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点
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。

　

合
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所
事
務
所
前
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
受
験
番
号
の
み
公
開
さ
れ
た
。

合
否
の
通
知
は
１
月
中
に
全
受
験
者

へ
郵
送
さ
れ
る
予
定
で
、
合
格
者
へ

は
合
格
バ
ッ
ジ
と
今
年
か
ら
デ
ザ
イ

ン
が
変
更
と
な
る
合
格
カ
ー
ド
が
同

封
さ
れ
る
。

　

初
級
の
み
５
名
１
組
で
申
し
込
み

で
き
る
団
体
受
験
に
は
、
９
チ
ー
ム

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
加
賀
市
役
所

５
チ
ー
ム
や
北
國
銀
行
チ
ー
ム
、
北

陸
銀
行
２
チ
ー
ム
の
他
、
カ
フ
ェ
・

み
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
な
お
、
今

年
度
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
団
体

受
験
を
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
事
業

所
の
皆
様
に
は
、
募
集
開
始
か
ら
受

験
ま
で
の
期
間
に
会
報
記
事
に
て
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
今
年
度

は
、
３
事
業
所
の
４
チ
ー
ム
を
紹
介

し
た
。

　

団
体
受
験
の
結
果
は
、「
カ
フ
ェ
・

み
と
愉
快
な
仲
間
達
」
チ
ー
ム
が
合

格
率
100
％
（
全
員
合
格
）
で
総
合
得

点
256
点（
平
均
点
数
51・２
点
）と
い

う
好
成
績
を
収
め
、
見
事
１
位
に
輝

い
た
。２
位
に
は
、加
賀
市
役
所
チ
ー

ム
の
１
つ
で
あ
る「
加
賀
市
役
所
Ｅ
」

チ
ー
ム
で
239
点
と
わ
ず
か
に
及
ば
ず

２
位
と
な
っ
た
。
３
位
は
、「
北
國

銀
行
」
チ
ー
ム
で
合
格
率
80
％
、
総

合
得
点
236
点
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

加賀ふるさと検定 過去3回実績表
第11回（R5) 第12回（R6) 第13回（R7)
初級 上級 初級 上級 初級 上級

申 込 者 数 142名 12名 154名 18名 153名 15名
受 験 者 数 131名 12名 135名 16名 144名 15名
合 格 者 数 48名 8名 28名 6名 54名 11名
合 格 率 36% 66% 21% 38% 38% 73%
合格者最年長 73歳 73歳 75歳 70歳 75歳 84歳
合格者最年少 10歳 40歳 15歳 46歳 12歳 12歳

　

当
所
女
性
会
は
、
12
月
25
日
㈭
、

加
賀
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
に
て
講

師
に
女
性
会
理
事
の
小
川 

恵
子

氏
（
呉
服
小
川
）
を
迎
え
、
生
花

を
使
っ
た
お
正
月
用
の
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催

し
、
会
員
17
名
が
参
加
し
た
。
材

料
と
し
て
若
松
、
金
竹
、
グ
ロ
リ

オ
サ
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ゆ
り
、
紅

白
の
葉
牡
丹
、
オ
ン
シ
ジ
ュ
ー
ム
、

セ
ン
リ
ョ
ウ
な
ど
が
用
意
さ
れ
た
。

　

小
川
氏
は
ま
ず
、
金
竹
を
真
っ

直
ぐ
に
挿
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
レ
ク
チ
ャ
ー
。

そ
し
て
、
若
松
や
葉
牡
丹
で
高
低

差
を
付
け
、
最
後
に
小
川
氏
お
手

製
の
水
引
飾
り
で
お
正
月
ら
し
さ

を
演
出
し
た
。　
　

　

参
加
者
は
完
成
し
た
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
を
お
正
月
用
の
飾
り
の

１
つ
と
し
て
持
ち
帰
り
、
令
和
７

年
最
後
の
女
性
会
行
事
を
終
え
た
。

ど
の
チ
ー
ム
も
得
点
が
高
く
、
白
熱

し
た
戦
い
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
合
格
率
に
関
し
て
は
、
初

級
が
37
・
５
％
と
昨
年
よ
り
10
％
超

高
く
な
っ
た
も
の
の
、
例
年
と
比
較

す
る
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
結
果
と
な
っ

た
。
上
級
は
例
年
難
易
度
の
高
い
問

題
を
作
成
し
て
い
る
が
、
73
・
３
％

と
例
年
以
上
に
高
い
合
格
率
と
な
っ

た
。

　

本
試
験
で
好
成
績
合
格
を
さ
れ
た

方
に
は
、
１
月
27
日
㈫
に
執
り
行
う

「
成
績
優
秀
者
表
彰
式
」
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
予
定
だ
。
初
級
・
上
級

と
も
に
上
位
も
し
く
は
最
年
少
・
最

年
長
で
合
格
さ
れ
た
方
々
な
ど
に
対

し
、
加
賀
ふ
る
さ
と
検
定
・
お
も
て

な
し
講
座
実
行
委
員
会
よ
り
表
彰
状

と
景
品
が
手
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
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上級試験の会場の様子

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
お
正
月
を
彩
る

第13回加賀ふるさと検定に
初級54名、上級11名が合格

女
性
会

当会では、
新入会員を
募集しております

下記までお気軽にご連絡
ください。

～お問い合わせ先～
加賀商工会議所
女性会事務局

TEL 0761-73-0001


